
【着物の柄足しについて】
「鬼滅の刃（きめつのやいば）」の映画が空前のヒットとなっており、登場するキャラクターの着
物の柄と同じ緑と黒の市松模様やピンクの麻の葉模様を取り入れたデザインの商品を見かける機
会が増えましたね。子どもが緑と黒の市松模様のマスクをつけてごっこ遊びをしているのを見か
け、心が和みました。
そんな着物にも使われる日本の伝統的な模様は、縁起をかついだり、願いを込めたりして使われ
てきています。麻の葉模様は、植物の麻の葉に似ていることが名前の由来ですが、麻の葉は成長
が早くまっすぐに伸びることから、健やかな成長を願って子どもの産着などによく使われたそう
です。
着物の柄足し
着物は、母から子へ、子から孫へと受け継がれることも多いですね。着物は洋服と違い、流行に
左右されず、サイズ調整が可能で、好みや体型の影響が少ないため、受け継ぎやすいこともあり
ますが、やはり代々受け継がれてきた「思い」があることが一番の理由ではないでしょうか。
合成皮革のように経年劣化で着用できなくなる衣類と違い、絹で作られている着物はきちんとお
手入れをすれば長く着用することができます。しかし、絹はデリケートな天然繊維のため、虫食
いやシミなどの影響をうけることがあります。
虫食いはかけつぎ、シミはしみ抜きを行うことで補修できる場合もありますが、生地が弱ってい
たり、場所によっては補修が難しかったり、跡が目立ってしまう場合もあります。そんな時も、
着物は柄足しをすることで、補修跡を目立たなくすることができる可能性があります。柄足しは、
着物に直接柄を描きますので、元のデザインと同じ柄を追加して違和感無く仕上げたり、金彩加
工でアレンジしたりすることも可能です。
着物は代々受け継がれますが、利用していた呉服屋さんや悉皆屋（しっかいや）
さんが閉店したり、引越しによってお手入れにお困りの方も多いようです。
そのような場合は、自店で加工できる技術のあるお店もありますし、悉皆屋
さんと提携しているお店も多くありますので、クリーニング店へ相談してみ
ましょう。
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( 注 )2 月末迄、品物と一緒にお出しください

有効期限
2021 年２月末まで

お得なクーポン券
セーター半額券

ニットの日（2 月 10 日）特別企画ニットの日（2 月 10 日）特別企画

今年の冬はとても冬らしい感じがしますね。昨年スキー場の雪不足がうそのような積
雪量になっています。スキー大好きな私は嬉しいです ^^
2 月頃は冬物衣類の中間時期で汚れがしっかり溜まってきてる頃です。中間に汚れを
しっかり落とすと衣類も長持ちします。中間洗いをお勧めします。



「毛染めのシミ」

〇ニットなどにできた毛玉、気になりませんか？
状況に応じて「正しい方法で」毛玉を取ります。
通常毛玉取り加工５００円～のところ、２月末迄２００円割引。
気になる方はお気軽に声をかけてください。

休業日のお知らせ
１月～３月まで第２、第４土曜日も
休日とさせていただきます。11 日、
23 日の祝日は臨時営業いたします。

毛染めが付いてしまい取っ
てほしいと美容院様からの
依頼です。
慎重にしみ抜きをしてキレ
イニに取れました。


